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『学校が育てた「生きる力」—“お節介”先生，卒
業生に会いに行く』
小泉秀人／同時代社／ 2015 年 5月／ 1700 円（税別）

　今号で著者自身がこの本を紹介しているが，18 歳選
挙権が実現し，主権者教育が求められている今，時宜に
適した書物である。
　よくある教育論や著者の自慢話ではない。高校で著者
の授業を受けた若者たちが，クラスメートとの交わりの
中で互いを尊重し合い，自己肯定感を持って成長して，
自分の頭で現代を生きぬいている実話がつづられる。
　現代社会の生きづらさの中で，教員生活 40 年を越え
た著者が，生徒と「個人対個人では，対等な人格として
立ち現れ」，「民主主義的」で「心地よい」人間関係を作
り出していく過程が読みやすい文章で語られている。
　卒業後の教え子たちとこれほど付き合っている教員が
いるだろうか。著者が提示する「生徒たちと教員とが人
格的に対等」という民主主義的な関係は，将来の望まし
い社会像を彷彿とさせてくれ，元気がわいてくる。

『18歳からの選挙Q&A』
全国民主主義教育研究会編／同時代社／ 2015 年 9月

／ 1600 円（税別）
　主権者教育は公民科だけの問題ではないが，じっさい
どうすすめるか，と頭を悩ませておられる方々に，ぴっ
たりの 1 冊。
　政治的中立って？高校生も選挙運動してもいいのか？
政策についてどう討論したらいいか？模擬投票のやり方
は？特にいいのが，対立する論点についてのコンパクト
な紹介だ。原発，景気対策，消費税，憲法改正，集団的
自衛権・・・・・”すぐ使える“資料だと思う。

『特攻――戦争と日本人』
栗原俊雄／中公新書／2015 年8月／820円（税別）

　特攻は，生還を前提とした作戦とはまったく違う次元
の作戦だと著者はたびたび指摘する。特攻がどのように
始められ，そしてその異常が常態化した瞬間を明示した。
その中で大西瀧治郎を様々な史料から詳細に冷静に記述
している。大西からみた特攻ではなく，特攻という事象
にどう大西を位置づけるのかが本書だと言える。大西を
含め，特攻を直接命じる者が一度は特攻の導入に躊躇し
ている場面も筆者は描く。だからこそ生き残った者は自
分の都合のいいように，「命じられた彼らは望んで果敢
に特攻へ往った」と主張する。丁寧に描くことで，「特
攻は仕方がなかった」などという言い訳をさせないこと
が企図されていると感じる。類書は著者も言うようにた
くさんある。繰り返し繰り返し語っていくことが大切だ。

『湯川博士，原爆投下を知っていたのですか』
藤原章生／新潮社／ 2015 年 7月／ 1400 円（税別）

　湯川秀樹といえば日本人初のノーベル物理学賞を受賞
し，のちに科学者の社会的責任を主張して反核平和運動
を担った人である。その湯川の下で理論物理を猛勉強し
て愛弟子となった森一久は，のちに日本の原子力業界の
実力者になった。それは，推進派の政治家・財界人と出
会う中で，広島で被爆した自分こそが原子力を安全にコ
ントロールしなければならない，と考えたからだ。
　第一線から退いた森はある時，京都大学で湯川の同僚
西村秀雄教授が広島出身の学生に「広島に新型爆弾が落
とされるから家族を疎開させた方がいい」と進言し，そ
のとき湯川も同席していたという証言を得た。湯川は広
島への原爆投下を知っていたのか？ 知っていたとした
ら，なぜ湯川は広島出身の自分（森）には危険を知らせ
てくれなかったのか？ なぜその後，湯川は自分（森）
を大切にし希望した就職（ジャーナリスト）の斡旋もし
てくれたのか？なぜ湯川は自分（森）に原子力の監視役
を托したのか？一一そんな森一久がひとり謎を解き明か
そうとしていた時，湯川の本音に関心を持つ著者（藤原
章生）と出会う。真相はいかに。

『日本史学』
保立道久／人文書院／ 2015 年 9月／ 1900 円（税別）

　多くの名著を少ない枚数で紹介した本であり，手に
とって短時間で読めるのがありがたい。学際分野とアイ
ヌと琉球については新しい著作を紹介しているが，多く
は比較的過去に書かれた本を取り上げている。それを現
在に即して読み直しており，価値を示している。時代を
超えた名著だからこそ，その読みに堪えられる。多彩な
時代やジャンルに触れて研究史整理をしてくれているの
で，日本史の授業でテーマ史的に教材を用意する時に，
この本での紹介を手がかりにすると効率が良さそうだ。

『民主主義ってなんだ？』高橋源一郎×SEALDS／
河出書房新社／ 2015 年 9月／ 1200 円（税別）

　この本のもとになっている対談は，2015 年 8 月 13
日と 14 日に行われている。当時の国会前で，「自分の
言葉」で語る若者たちがいた。彼らはなぜ立ち上がった
のか，彼らは何を考えているのか。あっけらかんと率直
に語っていて，読んでいて何度も笑ってしまう。
　この本のなかには，まぎれもなく，いまどきの，どこ
にでもいそうな若者たちがいる。その彼らの「民主主義 
ってなんだ？」と考えるみずみずしい感覚，民主主義を
平気で踏みにじる者たちに怒るまっとうな考えに，日常
の中で錆びついてきた自分が洗い流される。
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